
御社のキッチンで行う業務を1部

アウトソーシングして見ませんか？

御社にあった規格で野菜をカット

してお送り致します

千葉県千葉市美浜区新港65-2

TEL:043-244-9645

FAX:043-244-9648

お気軽にお問い合わせください！！

お問い合せ先

電気料金見直しで電気料金見直しで電気料金見直しでコスト削減！コスト削減！コスト削減！
葛飾区食品衛生協会会員の皆様へ葛飾区食品衛生協会会員の皆様へ

年間

20,000円
（60A  650kWh）

月々 お支払いの
金額 50,000円

（15KVA  1650kWh）
月々 お支払いの

金額 100,000円
（15KVA  3200kWh）

月々 お支払いの
金額

年間 年間

23,000円の削減 77,000円の削減 170,000円の削減

電気代を電気代を おトクに！おトクに！東京電力との
比較の場合
東京電力との
比較の場合 もっと

18,100円 43,600円 86,000円

受付時間 9：00～19：00
（日・祝日を除く） 0120-983-037会員様

ミツウロコでんき
専用窓口
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自主的衛生管理!
食の安全・安心!
協会の組織強化!

　
令
和
二
年
・
二
〇
二
〇
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
平
素

は
、
当
協
会
の
事
業
に
多
大
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
ご
承
知
お
き
の
事
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
五
輪
の
祭
典
の
ま
え
に
、（
１
）-

食
品
衛
生
法
の
改

正
に
伴
う
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化
の

施
行
、（
２
）-
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
よ
る
飲

食
店
等
の
全
面
禁
煙
化
の
実
施
が
目
の
前
に
迫
っ
て
お

り
ま
す
。
避
け
て
通
る
こ
と
は
、
適
い
ま
せ
ん
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
健
所
生
活
衛
生
課
の
指
導
の
下
に
講
習
会
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。
今
後
も
保
健
所
の
指
導
の
下
に
当
協
会

と
し
て
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。
一
方
、

受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
よ
る
飲
食
店
等
の
全
面
禁
煙
化

の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
い
時
期
に
当
協
会
全
体
と

し
て
取
り
組
む
べ
く
専
門
知
識
を
兼
ね
備
え
た
講
師
に

よ
る
講
習
会
を
開
催
す
る
た
め
、
関
係
者
と
交
渉
中
で

す
。
後
日
別
紙
に
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
喫
緊
の
課
題
に
関
し
ま
し
て
は
、
前
述
の
内
容

に
と
ど
め
置
き
ま
し
て
、
当
協
会
の
こ
こ
数
年
間
の
現
状

を
顧
み
ま
す
に
、
会
員
の
減
少
と
組
合
単
位
で
の
解
散

に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
葛
飾
区
内
に
お
け
る
食

品
事
業
者
が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
有
り
ま

せ
ん
。
新
規
の
営
業
許
可
申
請
の
数
は
、
一
定
程
度
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
と
し
て
も
、
廃
業
に
よ
る
退
会
は
や
む
を
得

な
い
に
し
て
も
、
新
規
の
食
品
事
業
者
の
視
点
に
立
脚

し
、
且
つ
新
規
事
業
者
か
ら
観
て
魅
力
の
あ
る
葛
飾
区

食
品
衛
生
協
会
を
再
生
し
て
い
き
た
い
。
勿
論
「
食
の
安

全
・
安
心
」
を
根
本
理
念
に
据
え
て
、
更
に
新
し
い
価
値

観
を
付
加
す
る
事
に
よ
り
当
協
会
の
存
在
意
義
を
高
め

る
運
営
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
一
）
ま
ず
手
始
め
に
、
既
に
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
当

協
会
の
重
要
な
事
業
の
情
報
に
関
し
て
は
、
一
年
に
二
度

前
後
の
郵
送
に
よ
る
情
報
紙
の
全
会
員
へ
の
直
接
配
達

を
行
い
ま
す
。
全
会
員
へ
直
接
情
報
を
伝
え
る
手
段
と

し
て
、
メ
ー
ル
配
信
を
計
画
し
、
既
に
準
備
段
階
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。
葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
そ
の
案
内
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
頂
き
お
手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
事
は
、
普
段
無
給
で
奉
仕
活
動
を
し
て
頂
い
て

 

葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会
は
、
令
和
元
年
五
月
二
〇
日

（
月
）
午
後
二
時
よ
り
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に
お
い

て
、
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
槫
林
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
茂
木
会
長
挨

拶
、
来
賓
挨
拶
と
続
き
、
優
良
施
設
表
彰
式
に
移
っ
た
。

今
年
度
は
、「
笑
小
屋
」「
ウ
ッ
チ
ー
ズ
」「
長
楽
製
パ

ン
」
が
受
賞
し
、
代
表
し
て
「
笑
小
屋
」
瀬
戸
口
社
長
が

謝
辞
を
述
べ
た
。

 

続
い
て
総
会
に
移
り
、
規
約
に
従
い
議
長
は
茂
木
会
長

が
選
任
さ
れ
議
事
進
行
に
入
っ
た
。
第
一
号
議
案
・
平
成

三
〇
年
度
事
業
報
告
と
第
二
号
議
案
・
平
成
三
〇
年
度

収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
が
担
当
役
員
よ
り
上

程
説
明
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
後
承
認
さ
れ
た
。
第
三
号

議
案
・
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
と
第
四
号
議
案
・
令

和
元
年
度
収
支
予
算
案
が
担
当
役
員
よ
り
上
程
説
明
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
後
承
認
さ
れ
た
。
通
常
案
件
の
承
認

後
、
茂
木
会
長
か
ら
会
長
職
を
辞
し
た
い
旨
の
経
過
報

告
が
表
明
さ
れ
て
、｢

選
考
委
員
会
」
が
招
集
さ
れ
た
。

選
考
委
員
長
に
は
舩
津
副
会
長
が
指
名
さ
れ
、
別
室
に

移
り
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
そ
の
審
議
の
結
果
報
告
が
総
会
席
上
に
て
舩
津
副
会

長
よ
り
「
次
期
会
長
に
北
か
つ
し
か
社
交
飲
食
業
連
合

会
の
菊
地
明
範
氏
を
指
名
し
総
会
に
推
薦
い
た
し
ま

す
。｣

と
の
報
告
が
成
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
総
会
審

議
に
入
り
、
採
決
の
結
果
次
期
会
長
に
は
菊
地
明
範
氏

の
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

 

総
会
議
事
の
終
了
後
、「
葛
飾
区
食
品
衛
生
推
進
員
」

十
六
名
の
紹
介
が
あ
り
、
閉
会
の
辞
に
て
令
和
元
年
度

の
通
常
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
通
常
総
会
終
了
後
、
会
場
を
隣
室
に
移
し
て
懇
親
会

が
供
さ
れ
た
。
開
会
の
辞
の
後
、
新
会
長
に
就
任
し
た
菊

地
会
長
が
、
通
常
総
会
に
て
会
長
が
交
代
し
た
経
過
報

告
を
説
明
し
、
当
協
会
の
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
点
と
そ

れ
に
対
す
る
今
後
の
協
会
運
営
の
在
り
方
を
説
い
て
挨

拶
を
し
た
。

　
懇
親
会
は
、
来
賓
の
先
生
方
や
諸
先
輩
の
方
々
の
挨
拶

の
後
、
乾
杯
の
音
頭
で
、
宴
会
に
入
っ
た
。
宴
会
で
は
、
普

段
会
え
な
い
協
会
会
員
同
士
が
酒
を
飲
み
交
わ
し
、
情
報

交
換
や
親
交
を
温
め
て
い
た
。
最
後
は
、
坂
元
副
会
長
の

閉
会
の
辞
に
て
散
会
と
な
っ
た
。
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新
年
を
迎
え
て
の
ご
挨
拶

　　「
葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会
の
将
来
に
備
え
る
」

葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会

  

　「
令
和
元
年
度
・
通
常
総
会
」開
催
さ
れ
る
！

葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会

  

　「
令
和
元
年
度
・
通
常
総
会
」開
催
さ
れ
る
！

令
和
元
年
度
の
懇
親
会
が
開
催

令
和
元
年
度
の
懇
親
会
が
開
催

　
葛
飾
区
産
業
フ
ェ
ア
ー
の
期
間
、
食
品
衛
生

協
会
の
ブ
ー
ス
に
て
一
般
葛
消
費
者
を
対
象
に

し
た
食
品
衛
生
に
関
す
る
簡
単
な
設
問
ア
ン
ケ

ー
ト
形
式
に
よ
る
普
及
啓
蒙
活
動
を
実
施
し

た
。
昨
年
の
十
月
十
八
（
金
）
十
九
（
土
）
二
〇

日
（
日
）
を
通
し
て
行
わ
れ
、
手
や
調
理
器
具
の

消
毒
に
一
般
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
る
が

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
も
有
効
で
あ
る
か
有

効
で
な
い
か
の
設
問
で
あ
っ
た
。
三
日
間
で
約
千

二
百
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
正
解
者
は
多
数
で

あ
っ
た
が
消
費
者
の
な
か
に
は
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス

に
も
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
が
有
効
で
あ
る
と
答
え

る
人
も
相
当
数
見
受
け
ら
れ
た
。

　
解
答
者
に
は
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
は
次

亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
等
の
希
釈
液
が
有
効
で
あ
っ

て
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
は
、
有
効
で
は
な
い
事
を

説
明
し
、
更
に
手
洗
い
を
徹
底
す
る
事
と
正
し

い
手
洗
い
の
仕
方
を
解
説
し
て
、
食
品
衛
生
の

啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。

　
今
年
の
十
月
に
も
食
品
衛
生
の
街
頭
相
談
を

実
施
致
し
ま

す
。
当
協
会
の

会
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
が
沢
山

必
要
で
す
の

で
、
是
非
と
も

街
頭
相
談
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

食品衛生の「街頭相談」実施される！一般消費者対象・葛飾区産業フェアーにて

葛飾区食品衛生協会・新体制

健
康
教
室
が
開
催
さ
れ
る
！

健
康
教
室
が
開
催
さ
れ
る
！

い
る
役
員
さ
ん
の
ご
苦
労
を
軽
減
す
る
為
と
、
全
会
員
へ

の
情
報
提
供
が
迅
速
に
正
確
に
遂
行
さ
れ
る
事
が
主
た

る
目
的
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
）
新
規
会
員
の
募
集
業
務
を
組
織
的
な
手
法
に
て
開

始
い
た
し
ま
す
。
新
規
会
員
募
集
用
の
案
内
チ
ラ
シ
を

作
成
致
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
既
に
お
手
元
に

届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
食
品
事
業
者
が
開
業
す
る
際

に
は
、
必
ず
「
営
業
許
可
」
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
許
可
申
請
も
し
く
は
許

可
書
を
渡
す
際
に
、
当
協
会
の
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を

配
布
致
し
ま
す
。
新
規
入
会
の
際
に
は
、
各
組
合
に
て
速

や
か
に
親
切
丁
寧
に
対
応
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
既
に
お
手
元
に
届
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
当
協
会
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り

数
々
の
特
典
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
食
中
毒
対

策
の
保
険
や
生
命
共
済
か
ら
公
共
料
金
の
割
引
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
加
盟
店
料
割
引
制
度
、
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
の

割
引
等
々
の
特
典
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
組
織
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
せ
、
全
役
員
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
食
品
事
業
者
の
経
営
者

で
す
。
普
段
の
多
忙
の
中
で
の
奉
仕
活
動
で
ご
ざ
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　
　
　
　

　
恒
例
の
「
健
康
教
室
」
は
、
令
和
元
年
九
月
二
十
四
日

（
火
）
午
後
二
時
か
ら
、
健
康
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
三
階
大

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
教
室
」
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

主
旨
は
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
す
る
事
に
よ
り
病
気
の

予
防
を
図
り
、
自
身
の
「
健
康
寿
命
」
を
出
来
る
だ
け
延

ば
し
て
頂
く
事
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
り
社
会
医
療
費

の
上
昇
を
抑
制
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
持
っ
て
毎

年
九
月
頃
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
会
の
辞
の
あ
と
会
長
挨
拶
が
あ
り
、
赤
木
一
恵
先
生

に
よ
る
「
日
常
生
活
に
お
け
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
と
健

康
な
生
活
」
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
っ
た
。

　
講
話
の
後
、
早
速
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
に
入
り
、
椅
子

に
座
っ
て
両
脚
の
筋
肉
の
屈
伸
や
腹
筋
の
鍛
え
方
、
椅
子

に
手
を
か
け
て
の
背
筋
や
腹
筋
、
足
の
筋
肉
の
鍛
え
方

等
々
、
更
に
は
直
立
し
た

状
態
で
の
体
幹
を
鍛
え

る
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
を

懇
切
丁
寧
に
し
て
頂
い

た
。

　
健
康
教
室
は
、
毎
年

テ
ー
マ
を
変
え
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
。
次
回
の
健
康
教

室
に
、
多
く
会
員
の
方
々

が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会 

会
長  

菊
　
地
　
明
　
範
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管
外
研
修
旅
行
見
聞
録

副
会
長
　

天
　
宮
　
吉
　
久

　
今
回
の
研
修
旅
行
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
快
適

な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
通
り
会
員
は
、

四
箇
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

に
乗
車
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
人
の
遅
刻
者
も

無
く
、
す
こ
ぶ
る
順
調

で
最
終
乗
車
地
の
金
町

を
定
刻
の
八
時
の
出
発

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

も
バ
ス
旅
行
慣
れ
し
て

い
る
せ
い
か
、
車
内
は

昔
の
よ
う
に
、
酒
と
歌

の
騒
ぐ
様
子
も
な
く
静

か
な
旅
の
始
ま
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
社
内
研
修
の
問
題
は
、

比
較
的
簡
単
で
し
た
が

解
説
も
分
か
り
易
く
楽

し
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。
マ
イ
ク
は
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
さ
ん
に
変
わ
り

独
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
前
と
同
じ
ガ
イ
ド
さ
ん
で
、
親
し
み
や

す
く
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
昼
前
に
日
清
製
粉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
到
着
。
現
在
は
、
使
用
す
る
小

麦
粉
が
輸
入
品
と
い
う
事
で
製
粉
工
場
は
殆
ど
が
港
に
隣
接
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
の
港
に
隣
接
し
た
工
場
で
は
、
海
外
か
ら
海
路
運
ん
で

き
た
小
麦
粉
を
運
搬
船
か
ら
全
く
人
の
手
が
触
れ
る
こ
と
な
く
直
接
パ

イ
プ
に
て
工
場
に
取
り
込
み
、
完
全
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
袋

詰
め
さ
れ
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
素
晴
ら
し
く
衛
生
的
に
小
麦
粉
が

製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
次
第
で
す
。
又
、
六
〇
年
前
の
映

像
で
は
、
上
皇
后
様
の
ご
成
婚
当
時
の
フ
ィ
ル
ム
を
見
せ
て
頂
き
、
懐

か
し
く
思
わ
れ
た
方
も
多
分
に
い
ら
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
や
が
て
一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
栃
木
に
到
着
、
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
至
っ
て
静
か
な
町

並
み
を
散
策
し
て
「
仲
乃
家
」
と
い
う
料
亭
に
列
を

な
し
て
入
っ
て
い
き
ま
す
。
一
応
、
乾
杯
の
後
待
ち

に
待
っ
た
お
食
事
と
な
り
楽
し
く
頂
き
ま
し
た
。
お

酒
の
勢
い
で
ワ
イ
ワ
イ
と
宴
会
気
分
に
な
る
人
も
な

く
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
寂
し
い
気
も
し
ま
し
た
が
、
の
ん

び
り
と
楽
し
い
食
事
で
し
た
。
近
年
の
傾
向
で
す
。

　
空
腹
が
満
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
お
買
い
物
コ
ー

ス
に
突
入
と
な
り
ま
し
た
。
「
岩
下
の
新
生
姜
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
そ
し
て
【
道
の
駅
思
川
】
へ
と
続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
に
皆
様
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
お
買
い
物

を
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
や
が
て
ウ
ト
ウ
ト
す
る

間
に
、
帰
り
も
午
後
六
時
に
予
定
通
り
最
初
の
金
町

に
到
着
、
順
々
に
亀
有
・
区
役
所
前
・
新
小
岩
と
バ

ス
が
周
り
二
次
会
に
寄
り
道
す
る
事
無
く
そ
れ
ぞ
れ

に
解
散
し
て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
上
皇
・
皇
后
ご
夫
妻
の
懐
か
し
い
映
像
、
柳
が
並

ぶ
古
い
栃
木
の
町
並
み
、
古
風
な
料
亭
と
、
わ
ず
か

半
日
の
旅
で
し
た
が
、
心
の
旅
路
を
し
た
よ
う
な
気

持
ち
で
し
た
。

　
葛
飾
区
食
品
衛
生
推
進
員
に

よ
る
施
設
見
学
研
修
会
が
昨
年

十
一
月
二
十
八
日
（
木
）
に
実

施
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
伝

わ
る
「
砂
糖
漬
」
菓
子
の
製
造

元
「
梅
鉢
屋
」
の
工
場
見
学
を

行
い
、
調
理
工
程
に
お
け
る
衛

生
管
理
を
学
ん
だ
。

　
「
砂
糖
漬
」
は
、
新
鮮
な
野

菜
・
果
実
等
を
砂
糖
だ
け
で
煮

込
み
風
雅
な
菓
子
に
仕
立
て
た

菓
子
で
あ
る
。
大
根
・
人
参
・

牛
蒡
・
生
姜
・
薩
摩
芋
・
昆

布
・
椎
茸
等
々
の
十
五
種
類
前

後
の
野
菜
菓
子
が
あ
る
。
そ
の

調
理
工
程
で
の
衛
生
管
理
を
事

細
か
に
学
ん
だ
。

　
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な

製
法
に
て
砂
糖
漬
菓
子
を
現
在

も
製
造
し
続
け
て
い
る
の
は
、

関
東
で
は
梅
鉢
屋
さ
ん
一
軒
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昨
年
十
月
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
健
康
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に
お
い
て
葛
飾
区
消
費

者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
消
費
者
懇
談
会

は
、
葛
飾
区
保
健
所
・
葛
飾
区
食
品

衛
生
協
会
・
消
費
者
団
体
・
一
般
消

費
者
の
四
者
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ

る
食
品
衛
生
に
関
す
る
リ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
第
一
部
の
講
演
は
、
東
京
家
政
大

学
教
授
森
田
幸
雄
先
生
に
よ
る
「
家

庭
で
の
食
品
衛
生
管
理
（
ハ
サ
ッ
プ

に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）
」
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
宇
宙
食

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
考
案

さ
れ
た
食
品
衛
生
管
理
の
手
法
で
す
。

講
演
で
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
仕
組
み

を
分
か
り
易
く
解
説
し
て
頂
き
、
調

理
作
業
中
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
丁
寧

に
教
え
て
頂
い
た
。

　
第
二
部
で
は
、
家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
に
役
立

つ
点
検
表
付
き
カ
レ
ン
ダ
ー

が
配
ら
れ
て
、
そ
の
使
い
方

を
具
体
的
に
解
説
し
て
頂
き
、

持
ち
帰
っ
て
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
先
生
と
一
緒
に
学
習

を
し
た
。

　
そ
の
後
、
食
に
関
す
る
不

安
や
疑
問
に
着
い
て
の
意
見

交
換
を
行
い
、
参
加
事
業
者

の
取
り
組
み
に
関
し
て
も
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

是
非
と
も
ご
参
加
下
さ
い
。

　
恒
例
と
な
っ
た 

か
つ
し
か
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

タ
は
、
日
本
晴
れ
の
中
、
多
数
の
来
場
者
を

迎
え
て
幕
を
開
け
た
。
令
和
元
年
十
一
月
十

六
日
（
土
）
十
七
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ

た
り
新
小
岩
公
園
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ

た
。

　
午
前
九
時
三
十
分
に
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
は
始
ま
り
、
青
木
区
長
を
始
め
多
数
の

来
賓
の
先
生
方
や
主
催
者
側
関
係
者
と
一
般

来
場
者
が
参
列
し
た
。
会
場
中
央
に
設
置
さ

れ
た
仮
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
開
会
宣
言
や
祝

辞
、
和
太
鼓
に
よ
る
催
し
な
ど
も
花
を
添
え

華
や
か
に
開
幕
し
た
。

　
仮
設
店
舗
の
ブ
ー
ス
で
は
、
四
七
店
舗
の

グ
ル
メ
店
舗
か
ら
様
々
な
食
欲
を
そ
そ
る
臭

い
が
漂
い
、
会
場
は
人
の
波
が
幾
重
に
も
重

な
っ
て
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　
新
小
岩
・
柴
又
・
金
町
・
亀
有
・
堀
切

等
々
の
各
地
域
か
ら
ラ
ー
メ
ン
・
唐
揚
げ
・

鰻
・
団
子
・
焼
き
鳥
・
ち
ゃ
ん
こ
・
モ
ツ
煮

等
々
の
人
気
の
食
べ
物
が
割
安
で
食
べ
ら
れ

る
と
あ
っ
て
超
人
気
で
あ
る
。
早
く
も
人
が

並
び
長
蛇
の
列
に
な
っ
て
い
る
ブ
ー
ス
も
あ

ち
こ
ち
見
受
け
ら
れ
た
。

　
腕
に
自
信
の
あ
る
食
品
事
業
者
の
方
は
、

是
非
と
も
今
年
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下

さ
い
。

か
つ
し
か
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
9
開
催
さ
れ
る
！

か
つ
し
か
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
9
開
催
さ
れ
る
！

　
昨
年
十
二
月
三
日
（
火
）
午
後
四
時
よ
り
、
各
部
長
・
副
会
長
・
会
長

が
出
席
し
て
二
回
目
と
な
る
運
営
委
員
会
を
開
催
し
た
。
議
題
は
、
一
-新

年
賀
詞
交
換
会
、
二
-食
品
衛
生
責
任
者
実
務
講
習
会
、
三
-所
属
組
合
の

解
散
に
つ
い
て
、
四
-運
営
委
員
会
を
規
約
に
明
記
、
五
-全
会
員
へ
の
情

報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て
、
六
-会
員
増
強
の
方
法
に
つ
い
て
、
七
-そ
の

他
、
で
あ
る
。

　
各
役
員
か
ら
忌
憚
の
な
い
建
設
的
な
意
見
も
活
発
に
出
さ
れ
て
議
論
が

二
時
間
も
続
い
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
発
な
会
議
に
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
後
、
普
段
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
自
費
に
て
忘
年
会
を
開
催
し
た
。

　
葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会
は
、
新
し
い
審
議
機
関
と
し
て
「
運
営
委
員

会
」
を
組
織
内
に
設
置
位
置
付
け
を
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
執
行
部
会
（
会
長
と
副
会
長
の
九
名
で
構
成
）
の
メ
ン
バ
ー
に

各
部
長
の
八
名
を
加
え
て
十
七
名
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
運
営
委
員
会
の
役
割
機
能
は
、
年
間
を
通
し
て
の
重
要
な
事
業
案
件
と

葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会
の
会
員
を
積
極
的
に
増
や
し
且
つ
組
織
の
維
持
強

化
に
関
す
る
案
件
を
審
議
決
定
し
ま
す
。

　
各
部
長
の
八
名
を
加
え
た
の
は
、

一-

二
世
代
が
同
席
し
て
議
論
す
る
中
で
世
代
間
の
壁
を
極
力
薄
め
、
お
互

い
に
切
磋
琢
磨
を
図
り
葛
飾
区
食
品
衛
生
協
会
の
組
織
の
層
を
厚
く
し
て

次
世
代
に
つ
な
ぐ
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

二-

各
部
長
は
、
事
業
活
動
を
遂
行
し
て
ゆ
く
過
程
に
於
い
て
、
本
来
は
先

頭
に
立
ち
各
事
業
を
推
し
進
め
て
ゆ
く
立
場
と
な
り
ま
す
。
そ
の
各
部
長

は
、
協
会
の
運
営
方
針
と
組
織
の
全
体
像
を
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
る
必

要
が
有
り
ま
す
。
又
、
協
会
会
員
及
び
役
員
の
思
い
を
も
汲
み
取
っ
て
い

か
な
い
と
協
会
の
存
在
基
盤
が
脆
弱
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

三-

各
部
長
は
、
次
の
副
会
長
、
更
に
は
会
長
へ
と
協
会
の
次
世
代
の
執
行

役
員
と
な
る
立
場
で
す
。
前
述
の
一
と
二
の
経
験
と
実
績
を
積
み
上
げ
て

ゆ
く
過
程
で
執
行
役
員
と
し
て
の
資
質
が
備
わ
り
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
が
協

会
の
運
営
に
必
要
な
筋
力
と
成
り
得
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

執
行
部
会・兼
運
営
委
員
会
を
開
催

編

集

後

記

　
平
素
は
格
別
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新

体
制
と
な
り
新
し
い
取
り
組
み
も
始
め

た
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
出
来
る
だ
け
迅
速
に
正
確
に
皆
様
に

情
報
を
お
届
け
致
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
又
、
皆
様
か
ら
の
「
お
声
」

も
拝
聴
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
家
庭
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
衛
生
管
理
」を

初
め
て
見
ま
せ
ん
か
？

「
家
庭
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
衛
生
管
理
」を

初
め
て
見
ま
せ
ん
か
？

食
品
衛
生
推
進
員
に
よ
る

工
場
見
学・研
修

食
品
衛
生
推
進
員
に
よ
る

工
場
見
学・研
修

発
行
人 

会
長 

菊
地
明
範

「
運
営
委
員
会
」の
新
設

総合食品賠償共済
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